□新年のごあいさつ


新年、あけましておめでとうございます。

　昨年9月の関東・東北豪雨災害により、被害にあわれた皆様には、改めてお見舞い申し上げます。一日も早い復興をお祈りするとともに、我々も被災地に寄り添い、微力を尽くしてまいりたいと思います。被災資料のレスキュー活動の際には、県内はもとより全国各地からも、たいへん大きなご支援と激励をいただきました。厚く御礼申し上げます。
　
　東日本大震災による被災資料については、学生や市民の奮闘により、大半の整理が終わっていますが、諸般の事情により、いまだ行き先の決まらない救済資料が膨大に残されています。その後も、断続的に民間の歴史資料が持ち込まれており、保全・整理作業の完結はなかなか先が見通せない状況にあります。関東・東北豪雨災害による被災資料のレスキュー活動もまだまだ継続する必要があります。加えて救済した資料の保全のための処理や整理が、まもなく本格化する予定です。
　
　皆様からのご支援無くしては、今後の活動を継続することさえできません。新年の茨城史料ネットの活動にも、引き続きご理解とご支援を賜りますよう、伏してお願い申し上げます。
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